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１ 会議名   令和５年 第 10 回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和５年８月 21 日（月）午後２時 00 分～午後３時 40 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、渡邉 博明、柿木 秀雄 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

   教育次長   ： 丸川 浩 

教育政策課長 ： 村重 武志   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 重本 浩志  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵 

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 岡田 司 

中央図書館長 ： 山本 圭子  科学センター次長 ： 宮 文男 

由宇支所次長 ： 中村 洋一  周東支所長  ：  加藤 勝巳 

錦支所長   ： 岩脇 孝史  美和支所長  ：  佐伯 重樹 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  渡邉 博明、 柿木 秀雄 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第 10 号  所管事項について 

日程第３ 報告第 11 号 公務上の事故に関する専決処分の報告について 

日程第４ 議案第 36 号 令和４年度決算認定について 

日程第５ 議案第 37 号 令和５年度教育費９月補正予算の見積りについて 

日程第６ 議案第 38 号 

令和６年度岩国市立小学校及び中学校において使用す

る学校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択

について 

会議の大要 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ただいまから令和５年第 10 回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録

署名委員は、渡邉委員と柿木委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第 10 号 所管事項について」、日程第

３「報告第 11 号 公務上の事故に関する専決処分の報告について」、

日程第４「議案第 36 号 令和４年度決算認定について」、日程第５「議

案第 37 号 令和５年度教育費９月補正予算の見積りについて」、日程

第６「議案第 38 号 令和６年度岩国市立小学校及び中学校において使

用する学校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択について」、

以上でございます。 

・それでは、日程第２「報告第 10 号 所管事項について」を議題といた
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します。これにつきましては、協議会形式で進めたいと思います。各

担当部署から先に配布しております行事予定表について、補足又は所

管事項に関する懸案等がありましたら説明をお願いします。 

・教育支援教室の始業式ですが、９月４日に中央と南教室、９月５日に

西教室で行われます。 

・全体を通しまして、御意見・御質問がありましたらお願いします。 

・科学センターで、夏休みに科学教室はいくつ実施されますか。 

・８月は４教室です。７月については、現在資料がないため不明です。 

・科学教室の応募状況ですが、玖北や由宇など、遠くからの参加もあり、

大変好評で成果を上げていると聞きます。科学的なものの見方や考え

方は、生活科や理科の授業でもやっていますが、より専門的に、科学

センターが取り組んでくださると、子供たちに大きな印象を与えると

思いますので、継続していただきたいと思います。反応はいかがです

か。 

・申込み状況については、定員 12 人と 10 人で受け入れておりますが、

おおむね２倍程度の応募があります。 

・参加者からも、なかなか学校では体験できない専門的なことができる

ので興味があったと聞きます。特に小学生にとってすてきな場所にな

っているので、指導員がたくさん必要だと思うんですけど、いろいろ

文化の違いとか、学校の教員とは色合いが違うので大変だと思うんで

すが、引き続き、よろしくお願いします。 

・もう１点、生徒指導関係でお尋ねします。今、大きな心配事や事故の

報告はございませんか。 

・今のところありませんので、ほっとしていますが、９月１日は自殺が

非常に多い日と言われているので、学校に注意喚起を行い、夏休みが

終わりますので、不登校児童生徒のケアを含めてお願いしているとこ

ろです。 

・水難事故や交通事故など、命を落とさず、日頃から教育センターを中

心とした学校への指導が徹底していると思いますので、あと少し、気

を緩めず２学期を迎えられたらと思います。 

・９月１日は自殺が多いとお聞きしましたが、スクールカウンセラーの

年間稼働時間はどのくらいですか。 

・学校によっても違いはございますが、調べてから回答いたします。 

・また、使用状況ですが、いじめ等で不登校になりかけるという初期の

段階で、先生方も学校もとても前向きに取り組んでおられるにもかか

わらず、保護者との歯車のかけ違いで、スクールカウンセラーに相談

したいという相談を受けます。スクールカウンセラーに相談すること

で学校との距離が縮まったという話も聞いています。スクールカウン

セラーの存在は大きなものですので、予算が足らなくならないよう計
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英語教育推進室長 

画的に活用してほしいと思います。 

・学期締めで、現在の進行状況を確認し、経緯の報告もしておりますし、

順調にやっております。どうしても足りない場合には、市の予算で緊

急派遣という形で対応しております。各学校とも、積極的にスクール

カウンセラーを活用しております。 

・昔に比べて、保護者は専門的な指導を積極的に望んでおり、スクール

カウンセラーが入ることで、学校との信頼関係が取り戻されたりする

ケースも実際にありますので、有効に使っていただきたいと思います。 

・青少年課の９月 14 日の「中学校生徒指導主任研修会」について、保護

司の方々と協議の場があると思います。私も保護司ですが、保護司に

連絡が入るというのは、対象の児童生徒が加害者である場合であり、

いろいろな情報が入ってくるわけですが、加害者と被害者では対処の

方法が変わってきます。個人情報が他者から漏えいしたことで、大き

な問題になった事例も聞いています。保護司の立場から申しますと、

保護者の承諾を得なければ、学校の先生と連携して健全育成を一緒に

進めていくのは難しいです。保護者の承諾があって、先生と保護司が

連携できるという形になります。個人情報の取り扱いを間違えると問

題が大変大きくなります。個人情報に携わる部署の方は、取り扱いに

ついて丁寧に対処してほしいと思います。 

・たくさんのイベントを企画されていますが、これは誰がどのように企

画されていますか。また、実施後の評価や見直しはどのようにされて

いますか。例えば、イベントの企画において、どれくらいの参加人数

を想定し、予算を計上していたのか。実際の申込み人数や参加人数を

を見て予算は見合っていたのかなどの情報があると、報告の際に改善

点等について話をしやすいと思うので、事前に情報があると助かりま

す。プログラミングや水中工作など時代に合ったイベントは、回数を

増やしたり、申込みの少なかったものは来年度縮小するなど、検討は

されていますか。 

・水中科学教室につきましては、７月 26 日と 28 日にＩＭＥＴＳ「防衛

装備庁艦艇装備研究所岩国海洋環境試験評価サテライト」で実施され

ました。午前と午後で計４回実施し、定員６人と 16 人で募集しました。

費用につきましては、委託料になっておりまして、市長部局の政策企

画課の予算になりますので、金額を把握しておりません。人数や回数

については、もう少し増やしても良いかなと思っています。 

・ＩＭＥＴＳは国の機関でして、水中科学教室は、事前に日程と人数の

指定をされていました。当日参加はできず、収容人数を加味し、人数

の設定をしたと聞いています。検討の段階で過去の実績を提示し、要

望は可能かと思いますが、相談してみないと分からない状況です。 

・ＰＬＡＴ ＡＢＣのイベントについて、予算という観点から申し上げま
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すと、契約内容として、年間これだけやってほしいということを、施

設管理費を含めて委託業者と契約しており、各イベントについては、

実施前に必ず現地スタッフと綿密な打合せを行い、実施後は参加者か

らアンケートを取り、次回にフィードバックしています。 

・見立てがあるだけでも、資料の見え方が変わってくると思います。実

績だけ書かれていても、このイベントが実際に良かったのかどうかが

分からないので意見が言いにくいです。その辺も含めて、可能であれ

ばお願いします。 

・資料に応募人数や実数が書いてあると良いかもしれませんね。 

・まだまだ暑い日が続いていますが、中学校の部活について、熱中症対

策のガイドラインはありますか。  

・国と一緒に示しているもので、県を経由して来ているガイドラインが

あります。指数計の暑さ指数を基に、外での活動を制限したり、体育

館の中であっても活動時間を短くしたり、20 分に１回給水をするなど

がマニュアル化されています。 

・いつ頃から実施されていますか。 

・このガイドラインが作られてから４～５年が経過すると思いますが、

今年の５月は厳しい暑さが続きましたので、県の通知を待たずに市か

ら通知を出し、６月は県から通知が来ましたので出してます。８月は

通知に関係なく、全国で事案が起きておりますので、意識啓発を含め

て通知を出しました。 

・熱中症対策ができているということで、異常な暑さの中、熱中症の報

告がなく良かったのですが、部活動などについては、今後も十分配慮

していただきたいと思います。 

・９月には体育祭があります。クーラーの効いた部屋から外へ出ること       

 で体が慣れないので体力が心配です。体育の授業でも、水分補給や暑 

さ対策に配慮しながら熱中症対策をやっていただきたいと思います。 

・別にないようでしたら、報告第 10 号を終わります。 

・次に、日程第３「報告第 11 号 公務上の事故に関する専決処分の報告

について」を議題といたします。なお、これ以降の日程については、

公表までの間、議事については非公開としたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、日程第３以降は、非公開といたします。それでは、

学校教育課から説明をお願いします。 

・「報告第 11 号 公務上の事故に関する専決処分の報告について」説明

いたします。本件事故は、令和５年４月 14 日、岩国市立灘小学校の教

諭が、灘小学校の児童である相手方の子の補聴器の電池を交換しよう

としたところ、補聴器の受信機の取扱いを誤り、受信機の一部を損傷
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したものです。その後、相手方と示談交渉を行った結果、市側が 100

パーセントの過失となり、相手方に損害賠償金として、３万 7,477 円

を支払うことで、示談が成立いたしました。したがいまして、令和５

年６月 28 日に専決処分いたしましたので報告いたします。今後とも、

公務中の事故防止に努めてまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がございましたらお願いします。 

・これは、どのようなタイプの補聴器ですか。 

・両耳に付けるタイプで、真ん中を開けて電池交換をするものです。当

該児童が自分で交換することは難しく、前年から担任が行っておりま

したが、担任が変わり、慣れていない中で行った結果、起きた事故で

す。マニュアル化であるとか、複数で担当するなどの指導を加えてお

ります。 

・別にないようでしたら、以上で報告第 11 号を終わります。 

・次に日程第４「議案第 36 号 令和４年度決算認定について」を議題と

いたします。それでは教育政策課から説明をお願いします。 

・「議案第 36 号 令和４年度決算認定について」説明いたします。地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定により、別紙のと

おり市議会に提出するに当たり、教育委員会の意見を求めるものです。 

 資料は、「令和４年度主要な施策の成果 岩国市教育委員会所管分」と

なっております。これは、市長部局において作成されます「主要な施

策の成果」の中の教育委員会所管分を抜粋したもので、決算の主な内

容をまとめたものです。簡単に御説明いたします。 

・１ページの２款総務費です。特定防衛施設周辺整備費といたしまして、

教育委員会分の決算額は、合計で 11 億 4,135 万 1,000 円です。まず、

８文教施設整備事業費ですが、こちらは、小・中学校の空調の電気料

金等の維持管理費になります。 

・次の、９教育振興支援事業費は、小・中学校の学校給食の運営に関す

る費用で、賄材料費や運営基金の積立金等です。 

・次に、再編関連特別事業費ですが、決算額は、1 億 2,509 万 2,000 円で、

事業内容は、岩国学校給食センター管理運営費になります。 

・続きまして、（仮称）岩国基地関連特別事業費ですが、決算額は、１億

2,586 万 5,000 円で、英語交流センターの運営費や運営基金の積立金に

なります。 

・続きまして、２ページ、10 款教育費になります。まず教育総務費です

が、決算額は５億 7,440 万 9,000 円です。内訳は、職員給与費や本郷

山村留学センター管理運営費等になります。 

・次に、小学校費です。決算額は、６億 8,017 万 3,000 円です。まず、1

学校管理費は職員給与費や光熱水費等になります。 
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・２教育振興費は、教育備品整備費、就学援助費、続いて３ページの小

学校教育振興費の児童輸送業務委託費等となっております。 

・次の、３学校修繕費は、小学校施設の維持管理のための各種業務委託

費、施設の修繕費等になっております。 

・次に、４学校施設整備費は、トイレの改修事業費や特別教室空調設備

整備事業等になります。 

・次の、５学校建設事業費は、灘小学校屋内運動場改築事業です。 

・続いて中学校費です。決算額は、４億 5,612 万 1,000 円です。１学校

管理費は、職員給与費や光熱水費等です。 

・次の、４ページの２教育振興費は、就学援助費、中学校教育振興費の

生徒輸送業務委託費等となっております。 

・３学校営繕費は、施設の修繕費等です。 

・４学校施設整備費は、トイレ改修工事費や特別教室空調設備整備事業

費等となっております。 

・次に、５ページ、幼稚園費です。決算額は、3,560 万 3,000 円で、市立

幼稚園の管理運営費になります。 

・次は、社会教育費です。教育委員会分の決算額は、11 億 17 万 6,000

円です。 

・１社会教育総務費は、子ども会連合会補助金等の社会教育事業や、成

人式関係費、文化講演会等の生涯学習事業費、「とどける」家庭教育支

援事業費などになります。 

・次は、６ページ、２文化財保護費です。文化財保護課は今年度から市

長部局に組織改編されましたが、令和４年度は教育委員会に所属して

いたため、御説明します。 

・文化財保護事業、シロヘビ保護管理費、オオサンショウウオ再生事業

費などになります。 

・次に、３社会教育施設管理費は、玖珂こどもの館の管理費等となって

おります。 

・続いて、４青少年対策費は、青少年育成センター関係費等です。 

・次に、７ページ、５公民館費です。公民館管理運営費や中央公民館の

建替えに関する事業費、各種講座の開催事業費等になります。８ペー

ジにかけて、講座などの実施状況や施設利用状況も一覧表で掲載して

おります。 

・次に、８ページ、６図書館費です。書籍購入費や図書館運営費、それ

から９ページには、岩国図書館の臨時窓口設置や図書資料移転保管事

業、また、図書館の利用状況も一覧表で掲載しております。 

・続いて、７教育資料館費は、教育資料館及び歴史民俗資料館の運営費

です。 

・10 ページの８徴古館費は、徴古館運営費、博物館整備事業費などです。 
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・続いて、11 ページの９科学センター費です。ミクロ生物館を含む施設

の運営費や各種教室開催事業等になります。 

・次に、教育諸費です。決算額は 10 億 8,596 万 6,000 円です。1 学校指

導費は、英語教育推進事業、国際交流支援員常駐配置事業、特別支援

教育支援員配置事業、日本語指導支援員配置事業、教員業務アシスタ

ント配置事業費、英語民間試験活用事業などになります。 

・12 ページ、２学校給食費は、西部学校給食センターの運営費や学校給

食調理業務等民間委託事業、岩国北部地域給食施設整備事業等になり

ます。 

・次の、３学校保健管理費は、児童生徒や教職員の健康診断等の費用で

す。 

・続いて、13 ページです。４特別支援学級費、５奨学金貸付事業費にな

っております。 

・６教育センター費は、教育センター管理運営費、未来へつなぐ子ども

の自立支援事業等となっております。 

・最後に、７教育振興費です。英語交流のまちＩｗａｋｕｎｉ推進事業、

小中学校ＩＣＴ環境整備事業、教育イントラネット管理費になります。 

 説明は以上です。 

・ただいまの説明に、御意見・御質問がありましたらお願いします。 

・ここに挙がっている数字は、会計監査が通ったものなのか、前段階の

ものなのか、位置付けを教えてください。 

・出納室で２か月に１回程度定例監査が行われてまして、それには通っ

たものになりますが、監査委員による担当課への監査は、２年に１回

行われるため、それはまだ受けていません。来週から始まる議会にか

けて認定をいただくものになります。 

・11 ページの教育諸費について、７月の総合教育会議の中で、委託料の

予算の中では、ＰＬＡＴ ＡＢＣに外国の方の常駐は難しいので、国際

交流支援員常駐配置事業の予算を余分に取って、そちらに充てるとい

うお話がありましたが、この予算の中に含まれていると思って良いで

すか。 

・はい。常駐ではなく、週３回程度、ＰＬＡＴ ＡＢＣに配置しています。 

・学校に派遣しているＡＬＴの余剰時間をＰＬＡＴ ＡＢＣに充てていま

す。委託業者からの派遣時間は決まっていますので、その枠内で学校

に派遣できなかった時間を使って、ＰＬＡＴ ＡＢＣに配置していま

す。 

・ニーズがあることは承知しております。昨年度の反省点として、日に

よって支援員と来客者の数がアンバランスなこともありましたので、

バランスよく配置できるような工夫をして、環境を整えるよう努めて

まいりたいと思います。 
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・改善されると分かり、安心しました。貴重な予算を有効に活用してく

ださい。 

・別にないようでしたら、議案第 36 号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 36 号は原案のとおり決します。 

・次に、日程第５「議案第 37 号 令和５年度教育費９月補正予算の見積

りについて」を議題といたします。担当課から説明をお願いします。 

・「議案第 37号 令和５年度教育費９月補正予算の見積りについて」、 議

案の２枚目以降にお付けしております、令和５年度予算９月歳出歳入

補正予算一覧表、債務負担行為、繰越明許費補正に沿って、各担当課

から説明いたします。 

・まず、教育政策課所管分である資料４ページ目の「債務負担行為」の

上二つについて、説明いたします。今年度末で、英語教育推進事業及

び国際交流支援員常駐事業の契約期間が満了することに伴い、来年度

以降３年間の契約を締結するに当たり、英語教育推進事業については、

上限 9,789 万 2,000 円、国際交流支援員常駐事業については、上限 1

億 3,690 万 4,000 円の債務負担行為をそれぞれ設定するものです。教

育政策課は以上になります。 

・歳出から御説明させていただきます。 

・まず、総務費の特定防衛施設周辺整備費について説明いたします。 

 学校給食運営基金積立金につきましては、特定防衛施設周辺整備事業

により、基金の積立てを行っておりますが、庁内での調整の結果、470

万 2,000 円増額されることになったもので、積立金を 470 万 2,000 円

としております。 

・小中学校学校給食運営事業の賄材料費につきましては、学校給食の食

材価格の高騰が続く中、栄養価を損なわない小・中学校の給食を提供

するため、食材料費として、1,766 万 8,000 円を計上しております。 

・次に、小学校費及び中学校費の教育振興費ですが、これは池坊岩国支

部からいただいた寄附金を活用し、華道用品を購入するため、小学校

費の消耗品として５万円、中学校費の消耗品費として５万円、それぞ

れ計上しております。 

・続きまして、歳入について御説明いたします。 

・まず、国庫支出金の特定防衛施設周辺整備調整交付金についてですが、

学校給食運営基金積立金は特定防衛施設周辺整備事業により、基金の

積立てを行っておりますが、歳出でも御説明しましたとおり、庁内で

の調整の結果、470 万 2,000 円増額されることになったものです。 

・次に、寄附金につきましては、池坊岩国支部からいただいた 10 万円の

寄附金を、小学校費寄附金に５万円、中学校費寄附金に５万円計上し
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中央図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ております。 

・次に、繰入金及び諸収入についてですが、小中学校学校給食運営事業

の賄材料費について、学校給食運営基金積立金を取り崩し、繰入金と

して１,272 万 6,000 円を計上、また、小・中学校教職員や県立高森み

どり中学校など給食費徴収金を学校給食費雑入として、210 万 1,000

円計上しております。 

・続きまして、債務負担行為の設定についてです。 

・まず、統合型校務支援システム共同調達・共同利用事業についてです

が、これは、山口県の主導の下、県内全市町が参加する校務支援シス

テムについて、本市もこのシステムに参加するため、債務負担行為を

設定するものです。本システムは、令和６年度から令和 10 年度の５年

間の利用を予定しており、上限額 6,650 万 5,000 円の債務負担行為を

設定いたします。  

・次に、学校給食調理等業務委託についてですが、これは、業務期間の

満了に伴い、今年度中に契約を行う業務について設定するものです。

岩国小学校及び川下小学校の学校給食調理等業務については、令和８

年度までで上限額１億 4,744 万 7,000 円の債務負担行為を設定いたし

ます。以上です。 

・中央公民館整備事業について説明させていただきます 

・この度の債務負担行為の設定については、令和８年度から新中央公民

館の供用開始をするため、本年度中に建設工事と工事監理業務の入札

及び契約を行う必要があることから、その費用について、26 億 2,321

万 1,000 円を設定するものです。今後のスケジュールについてですが、

現在、実施設計業務を行っており、10 月に完成予定で、それを基に建

設工事に向けて、12 月に入札、来月１月に仮契約、３月議会で契約議

案の議決後に、本契約に移行し、着工する予定です。完成は令和７年

12 月の予定で、開館準備の後、令和８年４月の供用開始を予定してい

ます。以上です。 

・９月補正について御説明させていただきます。 

 １ページを御覧ください。２款総務費の特定防衛施設周辺整備費の委

託料に 522 万 5,000 円計上しておりますが、全額を減額補正し、同額

を 10 款教育費の図書館費、図書館改修事業の委託料へ増額補正してお

ります。この図書館改修事業は、国の交付金を財源に、老朽化した中

央図書館のエレベーター２基を更新するもので、初年度に設計業務委

託、翌年度に設置工事の２か年での更新予定でした。しかし、社会情

勢の変化から、人手不足等の理由で、翌年度に予定していたエレベー

ター工事の着手から施工期間が、複数の業者から確認を取った結果、

最短でも 12か月、長いところでは３年以上必要との回答がありました。

この交付金は、交付申請から完成までを単年度で行わなければならな
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学校教育課主幹 

 

 

いのですが、交付申請決定通知を受け、早くても８月の入札となり、

契約工期が８か月となることから、これを財源とすることができませ

ん。このため、地方債である「緊急防災・減災事業債」を財源にする

ものです。 

・次に、一つ前の、図書館運営費の備品購入費ですが、これは、三井化

学株式会社岩国大竹工場から、例年、図書購入費として５万円の寄附

をいただき、化学に関する本等を購入するものです。 

・２ページを御覧ください。図書館費の自動車図書館導入等事業として、

総額 1,003 万 8,000 円計上しております。これは、軽トラックを移動

図書館用に改造した車両及び関連備品並びに書籍購入費用です。この

うち、1,000 万円を岩国市出身の三木恵美子氏からの御寄附を財源とす

るものです。 

・３ページを御覧ください。歳出予算で御説明しましたとおり、中央図

書館エレベーター更新事業の財源として、国庫支出金に予算計上して

いました 470 万 2,000 円を全て減額補正し、520 万円を市債へ組み換え

て予算計上するものです。一つ前に戻りまして、寄附金に自動車図書

館他の購入費として 1,000 万円、書籍購入費として５万円を計上して

おります。 

・次に５ページを御覧ください。繰越明許費補正に、新規で 10 款教育費

の社会教育費、自動車図書館導入事業として 981 万 8,000 円を補正計

上しております。これは、歳出予算に計上しております自動車図書館

導入等事業 1,003 万 8,000 円のうち、車体イラスト製作謝金である報

償費 22 万円を除く額ですが、半導体不足等の影響により、車両本体の

調達に通常より多くの期間を要すること等が予想されますことから、

年度内の納車が困難であるため繰り越すものです。以上です。 

・資料２ページを御覧ください。美和支所分は、10 款教育費の２小学校

費、学校管理費として、232 万 3,000 円を計上しています。内容は、来

春予定している美和東小学校と美和西小学校の学校統合に必要な経費

で、当初予算に計上されていない経費を計上しています。内訳としま

しては、印刷製本費の 134 万 9,000 円ですが、これは廃校記念誌 1,600

冊を作成する費用として要求するものです。また、一般備品 97 万 4,000

円ですが、これは、新しい小学校として、美和西小学校の校舎・体育

館を使用することに決まっており、新しい学校名や校章を入れた緞帳

を新たに作成する費用として要求するものです。以上です。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたらお願いします。  

・給食の原材料費の高騰は、年度始めに予想していなかったのですか。 

・昨年 10 月に改訂させていただき、小・中学校とも 15 円ずつ値上げを

いたしましたが、物価上昇が続いており、８月には牛乳代の値上げも

決まっており、栄養価を考えると値上げせざるを得ない状況です。今
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後の予想はなかなか難しく、今現在、この金額であれば、栄養価を考

えながら献立を立てられるという金額を設定させていただいていま

す。 

・給食は子供の成長の基本になるものですので、予算が足らないので栄

養価が足りないということにならないよう、栄養士と連携してスピー

ディーに対応いただけたらと思います。 

・５年くらい前から給食費の無償化が始まっていますが、それ以前は、

５年から 10 年の長いスパンでやりくりをし、値上げの検討をしていま

した。今、円安で値上げラッシュが続く中、昨年度改定をしています。

給食費の設定について、これからも改定するのですか。 

・予想が立てづらい状況です。令和４年４月は栄養価の関係で値上げし

まして、同年 10 月は物価高騰により値上げしました。 

・学校給食については、自校方式やセンター方式がありますが、栄養士

が献立を考え、献立委員会で平均的な献立ができます。自校方式の学

校では、それにアレンジを加え、学校独自の献立を作ってます。１食

当たりの金額を目安に物品調達を行って調理をしていると思います。

ですから、物価高の影響も考えながらも、長いスパンで改定を考えた

方がよろしいのではないでしょうか。 

・現在、無償化ということもあって、改定に当たって保護者から意見は

出ていません。お金をかければ良いものはできると思いますが、無償

だからいくらでもお金をかけて良いわけではないと思っています。 

・栄養士の方は、一食当たりの金額を目安にデザートまで考えてくださ

っているので、毎年、毎年値上げするのではなく、５年くらいのスパ

ンでやりくりを検討する形の方が良いと思います。 

・牛乳は年に１回、県が補助を付けて入札をしていますが、今年は、昨

年から一本当たり 9.45 円値上がりしました。今回は見通しが立たない

くらい値上がりしましたので、改定に踏み切らせていただきました。 

・補正するしかないですね。 

・１本 10 円はかなりのウェイトを占めますので。 

・安定していた卵も高くなってますので、来年もまた上がるかもしれま

せんが、状況を見て対応してください。 

・別にないようでしたら、議案第 37 号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 37 号は原案のとおり決します。 

・次に、日程第６「議案第 38 号 令和６年度岩国市立小学校及び中学校

において使用する学校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択

について」を議題といたします。 

・学校教育課から説明をお願いします。 
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・「議案第 38 号 令和６年度岩国市立小学校及び中学校において使用す

る学校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択について」御説

明します。義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第 13

条の規定により、岩国市立小学校及び中学校において令和６年度に使

用する教科書について、別添のとおり教育委員会の承認を求めるもの

です。これは、小・中学校の特別支援学級で使用するもので、それぞ

れの学校で採択された教科書になります。御審議のほどよろしくお願

いします。 

・御質問、御意見がございましたら、お願いします。 

・現状として、現場の先生が教科書を簡単に見ることはできませんか。 

・今は、セミナーパークか県の教育センターくらいでしか見れません。 

・市内で、この中から採用している学校はありますか。 

・あります。特別支援部会の方で情報共有されていて、横で連携してい

ます。 

・手に取って、字の大きさや厚さや開き具合など、実際に子供たちが使

いやすいかなど確かめられるといいですね。 

・別にないようでしたら、議案第 38 号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

・異議なし 

・御異議なしと認め、議案第 38 号は原案のとおり決することといたしま

す。 

・本日の議題は以上でございます。それでは、次回の教育委員会会議の

日程について、事務局からお願いします。 

・次回定例会は、令和５年９月 27 日水曜日、本庁２階特別会議室にて、

午後２時から所属長会議を、午後２時 30 分から教育委員会会議を開催

いたします。 

・これをもちまして、令和５年第 10 回岩国市教育委員会会議を終了しま

す。 
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